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研究要旨 
 6 分野 25 項目からなる ASEAN-Japan Healthy & Active Ageing Indicators 2017 
（ASEAN-Japan HAAI 2017）の改訂を目的として、①ASEAN を中心としたアジア地域

の高齢化の状況について、国際機関や各国政府のウェブサイト、報告書、論文を通じ

て情報収集し、既存の高齢化指標と比較する、②文化や生活、価値観の違いと高齢者

のメンタルヘルスの関連についてミャンマーの都市部と農村部で 2018 年に収集した横

断データを用いて検証する、の 2 点を実施した。 
 ①国際機関や国際 NGO 等が作成した既存の 3 つの Healthy & Active Ageing Indicators 
(HAAI)を精査したところ、ASEAN-Japan HAAI 2017 に含まれていない指標に、「社会

参加」「メンタルヘルス」「家の所有」「日常生活の自立性」「地域治安」「生涯学

習」等があった。一方、ASEAN-Japan HAAI 2017 のみに含まれる指標には、「介護保

険サービス関連」「要介護の高齢者の割合」「健康格差」等があった。 
 ②ミャンマーの高齢者のうつ割合は 22％で、うつ要因には「農村部に住んでいるこ

と」「女性」「過去 1 年間の疾病」「仏教徒以外」、うつ抑制要因には「中等教育以

上」「宗教施設への通い頻度が高いこと」があった。経済状況を検証した結果、家財

等の所有物に基づき算出された客観的経済状況より、主観的経済状況が高齢者のうつ

に関連しており、特に農村部でその関連は強かった。 
 ASEAN-Japan HAAI 2017 には、その他の指標に見られない独自性を保持しており、

今後、高齢者の生活環境、メンタルヘルスやその地域差などについて測定可能な指標

を新たに導入する必要性が示唆された。 



Ａ.研究目的 
アジア諸国で急速に高齢化が進んでいる。

2050 年には、中進国のみならず、途上国を

含むアジア全域で高齢化社会を迎える (国

連人口予測、2017)。これにより、三大感染

症のみならず、非感染症疾患や要介護の顕

在化が深刻な問題となる (Lancet, 2018)。さ

らに、高齢者の人生の満足と生活の質 

(Quality of life: QOL)、健康に自立して活動

的な日常生活を送ること(Healthy and Active 

Aging)が重要な課題となる。WHO も、急速

に高齢化が進むアジア諸国において、異な

る社会的背景や文化的特性を鑑みて高齢者

対策を進める必要性を唱えている。 

このように急速な高齢化が進み、更に人

口の多いアジアで、いち早く超高齢社会に

突入した日本は、その経験を活かしてアジ

アの Healthy and Active Aging の推進に寄与

することが期待されている。 

このような状況で、平成 25 年度に厚生

労働省国際課が開催した「国際的な Active 

Aging（活動的な高齢化）における日本の

貢献に関する検討会（研究代表者 曽根智

史）」、平成 26 年度の「ASEAN Japan 

Active Ageing 地域会合」、平成 29 年度

の「活動的で健康的な高齢期に関する指標

検討会」により、6 分野 25 項目からなる

「ASEAN-Japan Healthy & Active Aging 

Indicators 2017 (ASEAN-Japan HAAI 2017)」

が開発された。 

本研究は、ASEAN-Japan HAAI 2017 に

沿って、①ASEAN を中心としたアジア地

域の高齢化の状況について、国際機関や各

国政府のウェブサイト、報告書、論文を通

じて情報収集し、既存の Healthy & Active 

Ageing Indicators(HAAI)との比較を行うこ

と、②更に、文化や生活、価値観の違いが

高齢者のメンタルヘルスに及ぼす影響につ

いてミャンマーの都市部と農村部で 2018

年に収集した横断データを用いて検証し、

指標の改善案を提示することを目的とし

た。 

Ｂ.研究方法 

ASEAN-Japan HAAI 2017 に沿って、

ASEAN およびその他のアジア地域にお

ける高齢化の状況について、国際機関や

各国政府のウェブサイトや報告書・論文

等を通じて情報を収集し、整理した。ま

た、既存の HAAI に関する情報を収集

し、比較検討した。更に、ミャンマーの

都市部と農村部で 2018 年に収集した横

断データを用いて、文化や生活、価値観

および高齢者のメンタルヘルス（うつ）

に関する情報を抽出して分析を行った。 

 

（倫理面への配慮） 

 目的①に関しては、公表されている 2 次

的データの利用に沿って実施されたもので

あり、倫理的配慮を要しない。 

 目的②に関して用いたデータは国立保健

医療科学院、新潟大学、ミャンマー連邦保

健省、マレーシア国民大学の倫理審査委員

会の承認後に、高齢者の自宅訪問によって

得られたデータを使用して解析した。調査

対象者へは研究への協力はいつでも取り下

げができ、同意しない場合も不利益を被ら

ないことについて口頭で説明を行った。 

 

Ｃ.研究結果 

C-1. 国際機関や各国政府のウェブサイ



トや報告書・論文等を通じた情報収集 

日本の ASEAN-Japan HAAI 2017 に関わ

るデータの存在を政府や国際機関の Web

サイトから調べ、「主に Healthy & Active 

Ageing に関わるデータ」としてまとめた

（資料 1）。またミャンマー、マレーシア

での同様のデータソースの有無を確認した

(資料 2)。ASEAN-Japan HAAI 2017 を用い

て、日本の高齢化対策を評価する上で政府

が公表しているデータを用いて多くが網羅

できる可能性があるが、一部の ASEAN-

Japan HAAI 2017 に含まれる指標は日本全

体を網羅したデータが存在しなかった。 

ミャンマーおよびマレーシア政府が web

上で公表している HAAI に関わるデータは

各国の言語によるものが多かった。国際機

関、国際 NGO などが独自で実施した調査

データは存在していることを確認した。 

C-2. 既存の高齢化指標に関する情報を

収集・比較検討 

国連機関、国際 NGO 等が作成していた

既存の 4 つの AAI (The Asian Active Ageing 

Index by UNESCAP (United Nations 

Economic & Social Communication for Asia 

and the Pacific, with Prof. Asghar Zaidi), AAI 

by the United Nations Economic Commission 

for Europe, Global AgeWatch Index by 

HelpAge International, Hartford Foundation 

Aging Society Index)と ASEAN-Japan HAAI 

2017 の相違の一覧表を作成した(資料 3)。

ASEAN-Japan HAAI 2017 には含まれてい

ない指標に、「社会参加」、「メンタルヘ

ルス」、「家の所有」「日常生活の自立

性」「地域治安」「生涯学習」「情報通信

技術(ICT)の利用」「交通利便性」「65 歳

以上になる前の職業訓練」等があった。一

方、ASEAN-Japan HAAI 2017 のみに含ま

れる指標は、「介護保険サービス関連」

「要介護の高齢者の割合」「健康格差」等

があった。 

C-3. 文化や生活、価値観の違いと高齢

者のメンタルヘルスの関連の検証-ミャン

マーのデータを例に- 

ミャンマーの高齢者（平均年齢 69.7 歳）

のうつ割合は 22％であった。うつ要因に

ついて多変量回帰分析を実施した結果「農

村部に住んでいること(B = 0.42; 95% 

confidence intervals (CIs): 0.12,0.72)」「女性

(B = 0.55; 95% CIs: 0.31,0.79)」「過去 1 年

間の疾病(B = 0.68; 95% CIs: 0.45,0.91)」

「仏教徒以外(B = 0.57; 95% CIs: 

0.001,1.15)」、うつ抑制要因には「中等教

育以上(B = −0.61; 95% CIs: −0.94, −0.28)」

「宗教施設への通い頻度が高いこと(B = 

−0.20; 95% CIs: −0.30, −0.10)」が統計学的

に有意な関連を示した (Sasaki et al, 

March,2021)。 

また経済状況について検証した結果、家

財などの所有物に基づいて算出された客観

的な経済状況より、自身の認識に基づく主

観的経済状況が高齢者のうつに有意に関連

しており (adjusted odds ratio, AOR: 4.18, 

95% CIs: 2.98–5.87)、特に農村部でその関

連は強かった (都市部, AOR: 2.10, 95% CIs: 

1.08–4.05; 農村部, AOR: 5.65, 95% CIs: 

3.69–8.64) (Sasaki et al, Jan, 2021)。 

 

Ｄ.考察 

 ASEAN-Japan HAAI 2017 を用いて日本の

高齢化対策を評価すると、その多くは裏付



けとなるデータが存在したが、一部の指標

については日本全体を網羅したデータが政

府等に存在しなかった。一方、ミャンマ

ー、マレーシアなどのアジア諸国の政府機

関が出す公的データは、必ずしも英語表記

ではないため、国際機関、国際 NGO など

が公開しているデータを元に評価する方が

容易である。また、国全体を網羅するデー

タが存在しない場合は、一部の地域等で実

施された質の高いデータに基づいた研究結

果等を採用することも考えられる。 

 ASEAN-Japan HAAI 2017 と既存の国際

機関などが開発した 3 つの HAAI の指標を

比較したところ、ASEAN-Japan HAAI 2017

には含まれないが、その他の HAAI には含

まれている指標がある一方、ASEAN-Japan 

HAAI 2017 には含まれているが、その他

の HAAI には含まれない指標も存在するこ

とが確認された。 

また、ASEAN-Japan HAAI 2017 では、

個人レベルのデータと国・地域レベルのデ

ータで評価する点があるため、それらにつ

いては、区分を明確にする必要性が考えら

れた。介護保険、介護サービスに関する指

標等、ASEAN-Japan HAAI 2017 の独自性

を保持しながら、国際機関等が公開してい

る既存の AAI との互換性にも考慮し、

New ASEAN-Japan HAAI へと更新してい

く必要性が示唆された。また、持続可能な

開発目標(SDGs)との関連性を示しながら

指標を改善することも、各国の高齢者政策

に活用できる指標とする上で、意義がある

と考えられた。 

 ASEAN-Japan HAAI 2017 に含まれてい

ない指標の一つに高齢者のメンタルヘルス

があるが、2018 年にミャンマーで実施し

た都市部と農村部の高齢者のうつ要因に関

する研究では、20％以上の高齢者がうつ傾

向にあり、その要因には、性別などの生物

学的要因、教育などの社会属性要因、住居

地域などの社会環境要因、宗教に関わる文

化的要因などが関連しており、高齢者のメ

ンタルヘルスや健康格差を ASEAN-Japan 

HAAI 2017 で詳細に評価していく必要性

が示唆された。 

なお、複数の指標を一定の重みづけをし

て統合する指数化の可否も課題として提示

された。 

 

Ｅ．結論 

 本研究によって、他の指標と比較しての

ASEAN-Japan HAAI 2017 の特徴やアジア

地域への適用可能性に関する有益な知見が

得られた。SDGｓとの関連性、メンタルヘ

ルスなど新たに加えるべき項目、指数化の

可否等、今後の改訂検討の方向性が明確に

なった。 
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主に日本のHealthy & Active Ageing 
Index/Indicators に関わるデータ

1

資料１



Japan: Example for 
“Multi-sectoral ageing policy/frame”

From Japan Gerontological Evaluation Study 
(JAGES) 2



Japan: Example for 
“Policies for addressing active ageing and its 
implementation”

From Japan Gerontological Evaluation Study 
(JAGES) 3



日本年金機構 Japan Pension System 
https://www.nenkin.go.jp/international/english/nationalpension/natio
nalpension.html

Japan: “Rate of the elderly among population 
who are covered by the income security 
including public pension /elderly welfare 
benefits”

4



日本年金機構Japan Pension System 
https://www.nenkin.go.jp/international/english/nationalpension/nationalpension.html

Japan: “Rate of the elderly among population 
who are covered by the income security 
including public pension /elderly welfare 
benefits”（1）
 You can receive the Old-age Basic Pension at the age of 

65 if you have been covered under the National 
Pension and Employees' Pension Insurance systems. To 
be qualified, your total coverage periods* need to be 
10 years or more.

*Your total coverage periods include your contribution-
paid periods as well as your contribution-exempted 
periods as a Category Ⅰ, Category Ⅱ or Category Ⅲ
insured person.
 Basically, ￥781,700/ year(full benefit amount based 

on 40 years of fully contributed coverage periods)
5



Ministry of health, Labour and  Welfare
https://www.mhlw.go.jp/english/topics/elderly/care/2.html 

Japan: “Rate of the elderly among population 
who are covered by the income security 
including public pension /elderly welfare 
benefits”（2）
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Japan: “Rate of the elderly among population 
who are covered by the income security 
including public pension /elderly welfare 
benefits”（3）

Ministry of health, Labour and  Welfare
https://www.mhlw.go.jp/english/topics/elderly/care/2.html 

7



Japan: “Poverty Rate of the elderly”

Case 1: The public assistance ratio among elderly people aged 65 and over (number of elderly 
people receiving public assistance / elderly population) fixed at the level in 2015.
Case 2: The public assistance ratio among elderly people aged 65 and over continuing to rise 
along the extended line of the upward trend between 1995 through 2015

Ministry of Health, Labour and Welfare's Hihogosha Chosa [Survey of Public Assistance Recipients]

8



Japan: “Employment rate among the elderly (1)”

Statistics Japan 
https://www.stat.go.jp/data/topics/topi903.html
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Japan: “Employment rate among the elderly (2)”

厚生労働省 高齢者雇用等の現状について
10



Japan: “Employment rate among the elderly (3)”

11



Japan: “presence of system to encourage employment of the 
elderly/post retirement (1)”
高年齢者雇用対策の概要
1 高年齢者が年齢にかかわりなく働くことができる企業の拡大
65歳超雇用推進助成金の支給
（65歳以上への定年引上げ等や高年齢者の雇用環境整備、高年齢の有期契約労働者を
無期雇用に転換する措置を講じた事業主に対する助成）

・高齢・障害・求職者雇用支援機構による事業主に対する相談、援助
（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構において、実務的な知識や経験を

有する専門家である「高年齢者雇用アドバイザー」による相談・助言サービスをはじめとした
各種事業を実施）

2 高年齢者が地域で働ける場や社会を支える活動ができる場の拡大
・シルバー人材センター事業の推進

（人手不足分野の就業機会の拡大、地方自治体等と連携した就業機会の創造、就業時間
の要件緩和の活用）

・生涯現役促進地域連携事業（平成 28  年度新規事業）

（地方自治体が中心となって構成される「協議会」等からの提案に基づき、地域における高
年齢者の就労促進に資する事業を幅広く実施）

厚生労働省 高年齢者雇用対策の概要12



Japan: “presence of system to encourage employment of the 
elderly/post retirement (2)”
高年齢者雇用対策の概要 (続き)
3 高年齢者の再就職支援の充実・強化

・生涯現役支援窓口事業の実施
（全国の主要なハローワーク 300箇所に「生涯現役支援窓口」を設置し、特に 65 歳以上の
高年齢求職者に対する再就職支援や求人開拓等を重点的に実施）

・高年齢退職予定者キャリア人材バンク事業の実施（平成 28  年度新規事業）

（公益財団法人産業雇用安定センターにおいて、高年齢退職予定者のキャリア等の情報を
登録し、その能力の活用を希望する事業者に提供）

・特定求職者雇用開発助成金等の各種助成金の支給
（高年齢者をハローワーク等の紹介により雇い入れる事業主に対する助成等）

4 高年齢者雇用確保措置の実施義務
・ハローワーク等による高年齢者雇用確保措置未実施企業に対する啓発指導等

・高齢・障害・求職者雇用支援機構による事業主に対する相談、援助 【再掲】

厚生労働省 高年齢者雇用対策の概要13



Japan: “Rate of the elderly who are engaged in volunteer 
activities including elderly club”

Ministry of Internal Affairs and Communications 総務省14



Japan: “Frequency of communication/conversation with 
family/neighbors (1)”

Cabinet Office 内閣府 第8回高齢者の生活と意識に関する国際比較調査

15



Japan: “Frequency of communication/conversation with 
family/neighbors (2)”

Cabinet Office 内閣府 第8回高齢者の生活と意識に関する国際比較調査

16



Japan: “Frequency of communication/conversation with 
family/neighbors (3)”

Cabinet Office 内閣府 第8回高齢者の生活と意識に関する国際比較調査

17



Japan: “Rate of the elderly who go out more than XX days per 
week”

Cabinet Office 内閣府「高齢者の健康に関する調査」（平成29年度） 対象：55歳以上18



Cabinet Office 内閣府 第8回高齢者の生活と意識に関する国際比較調査
対象：60歳以上

Japan: “Rate of the elderly who go out more than XX days per 
week”(ref 1)

19



Japan: “Rate of the elderly who go out more than XX days per 
week”(ref 2)

Cabinet Office 内閣府 第8回高齢者の生活と意識に関する国際比較調査
対象：60歳以上 20



Cabinet Office 内閣府 第8回高齢者の生活と意識に関する国際比較調査

Japan: “Rate of the elderly who have confidence in their 
neighbors/people in the community”

21



Japan: “Rate of the elderly who have confidence in their 
neighbors/people in the community (ref 1)”

Cabinet Office 内閣府 第8回高齢者の生活と意識に関する国際比較調査22



Cabinet Office 内閣府 第8回高齢者の生活と意識に関する国際比較調査

Japan: “Rate of the elderly who have confidence in their 
neighbors/people in the community (ref 2)”

23



Japan: “Type, subject and role of health and medical welfare 
services and accessibility(1)”

Ministry of health, Labour and  Welfare
https://www.mhlw.go.jp/english/policy/care-welfare/care-welfare-elderly/dl/ltcisj_e.pdf24



Japan: “Type, subject and role of health and medical welfare 
services and accessibility(2)”

Ministry of health, Labour and  Welfare
https://www.mhlw.go.jp/english/policy/care-welfare/care-welfare-elderly/dl/ltcisj_e.pdf25



Japan: “Type and role of the health care workers and their 
training (1)”

26



Japan: “Type and role of the health care workers and their 
training (2)”

27



Japan: “Type and role of the health care workers and their 
training (3)”

Prime Minister’s Office of Japan
28



Japan: “Type and role of the health care workers and their 
training (4)”

Prime Minister’s Office of Japan
29



Japan: “Type and role of the health care workers and their 
training (ref 1)”

Ministry of health, Labour and  Welfare
30



Japan: “Type and role of the health care workers and their 
training (ref 2)”

Ministry of health, Labour and  Welfare
31



Japan: “List of policies to address NCDs”

Ministry of health, Labour and  Welfare32



Japan: “List of policies to address NCDs (ref)”

Ministry of health, Labour and  Welfare33



Japan: Financial sustainability of the services (1)

Policy Research Institute, Ministry of Finance, Japan34



Japan: Financial sustainability of the services (2)

Policy Research Institute, Ministry of Finance, Japan35



Japan: Type of care givers (home or facility)

辻哲夫, 201936



Japan: Type of care givers (home or facility) (ref 1)

辻哲夫, 201937



Japan: Type of care givers (home or facility) (ref 2)

辻哲夫, 201938



Ministry of health, Labour and  Welfare

Japan: “Support system of home care (Engagement of hospital 
professionals in the community care and supports for informal care givers)

39



Japan: Number of facilities for the elderly in need of care

Ministry of health, Labour and  Welfare40



Japan: Number of facilities for the elderly in need of care (ref)

Ministry of health, Labour and  Welfare41



Life Expectancy at age 60

Global AgeWatch Index 2015 42



Healthy Life Expectancy

WHO 2018年版 43



World Happiness Report 2019 

Subjective sense of well-being
Ranking of national happiness 

Japan: rank 58 

44



Japan: Rate of the elderly with disability
(those who need support/assistance in daily activities, dementia) (1)

Cabinet Office; 内閣府45



Japan: Rate of the elderly with disability
(those who need support/assistance in daily activities, dementia) (2)

Ministry of Health, Labour and Welfare46



Japan: Rate of the elderly with disability
(those who need support/assistance in daily activities, dementia) (ref)

Ministry of Health, Labour and Welfare47



Rate of the elderly who disease at home

48



Japan: Rate of the elderly with disability  (ref)

49



Japan: Health Disparity (e.g. difference of life expectancy by areas, 
occupation and educational background)(1) 

50



Japan: Health Disparity (e.g. difference of life expectancy by areas, 
occupation and educational background) (2)

Cabinet Office; 内閣府51



Japan: Health Disparity (e.g. difference of life expectancy by areas, 
occupation and educational background) (3)

Cabinet Office; 内閣府52



Japan: Health Disparity (e.g. difference of life expectancy by areas, 
occupation and educational background) (4)

Cabinet Office; 内閣府53



Japan: Health Disparity (e.g. difference of life expectancy by areas, 
occupation and educational background) (4)

54



Health Disparity (e.g. difference of life expectancy by areas, occupation 
and educational background) (ref)

55



Japan: Data of the elderly proportion/distribution (1)

総務省統計局56



Japan: Data of the elderly proportion/distribution (2)

57



Japan: Data of the elderly proportion/distribution (3)

58



Japan: Data of the health/living conditions of the elderly

Cabinet Office: 内閣府 H30年調査
59



Japan: Data of the health/living conditions of the elderly

Cabinet Office: 内閣府 H30年調査
60



61

Japan: Development of vital statistics (including leading 
cause of death) (1)



62

Japan: Development of vital statistics (including leading 
cause of death) (2)



Estimation of health care expenditure

Ministry of Health, Labour and Welfare

63



Estimation of health care expenditure (ref)

前田由美子,2019
64



Additional Indicator: Physical exercise (1)

厚生労働省 H29年国民健康・栄養調査結果の概要65



Additional Indicator: Physical exercise (2)

厚生労働省 H29年国民健康・栄養調査結果の概要66



Additional Indicator: Physical safety (1)

内閣府 H30年度 高齢者の住宅と生活環境に関する調査結果

60歳以上対象

67



Additional Indicator: Physical safety (2)

内閣府 H30年度 高齢者の住宅と生活環境に関する調査結果

60歳以上対象

68



Additional Indicator: Physical safety (3)

内閣府 H30年度 高齢者の住宅と生活環境に関する調査結果

60歳以上対象

69



Additional Indicator: Lifelong learning (1)

内閣府 H30年度高齢社会対策の実施状況70



Additional Indicator: Lifelong learning (2)

内閣府 H30年度高齢社会対策の実施状況71



Additional Indicator: Lifelong learning (3)

内閣府 H30年度高齢社会対策の実施状況72



Additional Indicator: Care to children and grandchildren (1)

政府統計 国民生活基礎調査（H28）の結果から 73



Additional Indicator: Care to children and grandchildren (2)

74



Additional Indicator: Care to children and grandchildren; 
Care to infirm and disabled; Political participation 

内閣府 高齢者の暮らしの動向 75



内閣府 高齢者の暮らしの動向

Additional Indicator: Care to children and grandchildren; 
Care to infirm and disabled; Political participation (ref)

76



Additional Indicator: Additional Indicator: Mental well-being (1)

佐々木由理, 201577



Additional Indicator: Mental well-being (2)

78



Additional Indicator: Mental well-being (3)

79



Additional Indicator: Use of ICT (1) 

総務省 通信利用動向調査 令和元年調査80



Additional Indicator: Use of ICT (2) 

81



• 1位 フィンランド

• 1位 ノルウェー

• 1位 スウェーデン

• 4位 カナダ

• 5位 オランダ

• 6位 オーストラリア

• 7位 ルクセンブルグ

• 8位 ニュージーランド

• 9位 ウルグアイ

• 10位 デンマーク

• 11位 ポルトガル

• 12位 サンマリノ

• 13位 アンドラ

• 14位 バルバドス

• 15位 アイルランド

• 16位 日本

Additional Indicator: Civic freedom

Freedom in the World, 201882



Additional Indicator: Access to public transport

国土交通省, 「H27年度全国都市交通特性調査」83



Additional Indicator: Access to public transport (ref 1)

警察庁,「交通事故統計」84



Additional Indicator: Access to public transport (ref 2)

内閣府, 「H26年 高齢者の日常生活に関する意識調査」85



Additional Indicator: Retraining for age 55-64 (1)

86



Additional Indicator: Retraining for age 55-64 (2)

87



Additional Indicator: Retraining for age 55-64 (3)

厚生労働省 H24 「就業構造基本調査」88



資料2 日本、ミャンマー、マレーシアのASEAN-Japan Healthy & Active Ageing Indicators 2017に関するデータソース一覧

Japan Myanmar Malaysia

Data Source Source Source

1.  National/Local Government policy

A)  Multi-sectorial ageing policy/frame 1.老人福祉法（1963）Act on Social Welfare for the

Elderly

2.高齢社会対策基本法(1995) Basic Law on Measures

for the Ageing Society

3.高齢社会対策大綱(2018) The Guideline of Measures

for Ageing Society
4.高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に

関する法律 (2005) Act on the Prevention of Elder

Abuse, Support for Caregivers of Elderly Persons and

Other Related Matters
B)  Policies for addressing active ageing and its
implementation

高年齢者等の雇用の安定等に関する法律 (1971)Act on

Stabilization of Employment of Elderly Persons

2.  Income security

Public pension =95.0% 国民生活基礎調査 1. HelpAge International 「Trends

in ageing and health Myanmar」

Householed income and basic amenities

B)  Poverty Rate of the elderly 10.0% (Relative poverty rate, household head age 全国消費実態調査 1. World Bank「Global Monitoring

  2. Dept. of Statistics Malaysia

3.  Social Capital of the Community(Social Participation??)

A)  Employment rate among the elderly, presence of
system to encourage employment of the elderly/post
retirement

労働力調査

1.National Strategic Development on

Aging Population: Inclusion and

employment of Malaysia's Ageing

Population
就業構造基本調査 など 2.National Health and Morbidity Survey

2018: Elderly Health

B)  Rate of the elderlies who are engaged in
volunteer activities including elderly club

総務省 「社会生活基本調査 生活行動に関する結果」 Age-Friendly Environmanets in ASEAN

Plus Three: Case Studies from Japan,

Malaysia, Myanmar, Vienam, and
C)  Frequency of communication/conversation with
family/neighbors

内閣府「第8回高齢者の生活と意識に関する国際比較調

査」

×

D)  Rate of the elderlies who go out more than XX
days per week

内閣府「高齢者の健康に関する調査」 × ×

E)  Rate of the elderlies’ confidence in their
neighbors/people in the community

内閣府「第8回高齢者の生活と意識に関する国際比較調

査」

× ×

Proportion of individuals using the Internet 通信利用動向調査 HelpAge International 「The

Situation of Older Persons in

Myanmar」(Phone)

Internet users survey 2018

4.  Health and Long term care service

A)  Type, Subject and Role of Health and medical
welfare services and accessibility

厚生労働省「Long-Term Care Insurance System of

Japan」

HelpAge International 「Trends in

ageing and health Myanmar」

Malaysia Health Sysytem Review, Health

Systems in Transision, 3(1), 2013

B)  Type and Role of the health care workers and
their training

厚生労働省「介護サービス施設・事業所調査」 × Overview of the Medical Professionals in

Malaysia

C)  List of policies to address NCDs 厚生労働省「慢性疾患の全体像について」 National Strategi Plan for

Prevention and Control of

NCSs(2017-2021) Myanmar

National Strategic Plan for Non-

Coomunicable Disease, Ministry of

Health Malaysia 2016
Suicide mortality rate 人口動態統計 World Health Rankings World Health Rankings

D)  Financial sustainability of the services 1. World Bank Grroup

Myanmar Health Finincing System
厚生労働省「介護保険事業状況月報」 2. A systematic review of the

health-financing mechanisms in

the Association of Southeast Asian

Nations countries and the People’s

Republic of China: Lessons for the

move towards universal health

coverage Plose one , 2019
1.Home Care Services in Myanmar Malaysia caregiver Sevice: The definitive

Guide(2019)
2.The Republic of the Union of

Myanmar Country Report on “The

11th ASEAN & Japan High Level

Officials Meeting(HLOM) on Caring

Societies”

F)  Support system of home care (Engagement of
hospital professionals in the community care and
supports for informal care givers)

厚生労働省「地域包括ケアシステム」 3.Multimorbidity and health

seeking behaviours among older

people in Myanmar: A community

survey

Home care for Seniors in Malaysia- An

overview

G)  Number of facilities for the elderly in need of care 厚生労働省「介護サービス施設・事業所調査の概況」 ×

辻哲夫 東京大学高齢社会総合研究機構

「日本の高齢者ケア政策の将来ーこれまでの経験と近未

来への取り組みを中心に」

ASEAN-Japan Healthy & Active Ageing Indicators 2017 

ESCAP Country Profiles

2.HelpAge International 「The

Situation of Older Persons in

Myanmar」

A)  Rate of the elderlies among population who are
covered by the income security including public
pension/elderly welfare benefits

Multimorbidity and health seeking

behaviours among older people in

Myanmar: A community survey

E)  Type of care givers (home or facility)



5.  Health Outcome

B)  Subjective sense of well-being 国民生活基礎調査 1. HelpAge International 「The

Situation of Older Persons in

Myanmar」

National Health and Morbidity Survey

2018: Elderly Health

2.  Multimorbidity and health

seeking behaviours among older

people in Myanmar: A community

survey
C)  Rate of the elderly with disability (those who need
support/assistance in daily activities, dementia)

1.国民生活基礎調査 × National Health and Morbidity Survey

2018: Elderly Health

2.福祉行政報告例（障害手帳）

D)  Rate of the elderly who decease at home 人口動態統計 × ×

E)  Health Disparity. (e.g. difference of life
expectancy by areas, occupation and educational
background)

1.人口動態統計 1. HelpAge International 「The

Situation of Older Persons in

Myanmar」

Determinants of Healthcare Utilisation

among the Elderly in Malaysia,

Institutions and Economiies, 9(3), 2017

2.国民生活基礎調査 2.  Multimorbidity and health

seeking behaviours among older

people in Myanmar: A community

survey

6.  Development of Social Statistics

A)  Data of the elderly proportion/distribution 1.総務省 国勢調査

2.総務省統計局「人口推計」

3.国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推

計人口」

B)  Data of the health/living conditions of the elderly 1.内閣府「高齢者の住宅と生活環境に関する調査」 1.Multimorbidity and health

seeking behaviours among older

people in Myanmar: A community

C)  Development of vital statistics (including leading
cause of death)

厚生労働省「人口動態統計月報年計」 HelpAge International 「Trends in

ageing and health Myanmar」

Statistics on Causes of Death, Malaysia,

2018

D)  Estimation of health care expenditure 厚生労働省「国民医療費の概況」

A)Physical exercise 厚生労働省「国民健康・栄養調査」 × ×

B) Physical safetyc 内閣府「高齢者の住宅と生活環境に関する調査」 × ×

C) Lifelong learning 内閣府「高齢社会対策の実施状況」 × Ageing in an inclusive Society: Social

Support System for Older Persons in

Malaysia

8(additional). Participation in Society

A) Care to children and grandchildren 1.厚生労働省「国民生活基礎調査」 1. HelpAge International 「The

Situation of Older Persons in

Myanmar」

×

2.内閣府「高齢者の暮らしの動向」 2.Grandparents and grandchildren:

care and support in Myanmar,

Thailand and Vietnam. Ageing and

Society, 35(9), 1960–1988 (2015).

➡47.1％
B) Care to infirm and disabled 内閣府「高齢者の暮らしの動向」 × ×

C) Political participation 内閣府「高齢者の暮らしの動向」 1. HelpAge International 「The

Situation of Older Persons in

Myanmar」

×

9(additional). Capacity and Enabling Environment for Active Ageing

A) Mental well-being 1.警察庁自殺統計原票データ 1. HelpAge International 「The

Situation of Older Persons in

Myanmar」

National Health and Morbidity Survey

2018: Elderly Health

2.JAGES

B) Use of ICT 総務省「通信利用動向調査」 × ×

C) Civic freedomd

D) Access to public transport 1.国土交通省「全国都市交通特性調査」 HelpAge International 「The

Situation of Older Persons in

Myanmar」

×

2.警察庁「交通事故統計」

      3.内閣府「高齢者の日常生活に関する意識調査」

Productivity & Engagement

A) Retraining for age 55-64 1.厚生労働省「就業構造基本調査」

2.労働政策研究・研修機構「高齢者の継続雇用、就業実

態に関する調査」

× ×

Freedom in the World

2. UN: Living Arrangements of OlderPersons: A Report on an Expanded International dataset

7(additional). Independent, Healthy and Secure Living

1.UN World Population Prospects

2.Global Health Data Exchange

UN World Population Prospects

WHO Global Health Expenditure Database

A)  Healthy life expectancy/Life Expectancy at age
60(65).

人口動態統計



資料3　

Domain Indicators
資料1
対応

Page Similarlity Difference Similarlity Difference Similarlity Difference Similarlity Difference
Multi-sectoral ageing policy/frame 2 〇 × × × × × × × ×
Policies for addressing active ageing and its
implementation

3 〇 × × × × × × × ×

Rate of the elderly among population who are covered
by the income security including public
pension/elderly welfare benefits

4-7 〇
Access to health
insurance or
health benefits

for age 55+
Financial
security

Pension income
coverage

Non
✓Income for people
aged 65+
✓Net pnesion wealth

✓Age 65+

Poverty Rate of the elderly 8 〇 Poverty risk for age 65+

✓Poverty rate
in old age
✓GNI per
capita
✓Relative
welfare of older

peoplea

Non Poverty risk, age 65+

✓Age 65+
✓Food security
✓Degree of
inequality: Gini
coefficient

Home ownership × 〇 〇 × × × × × ×

3.Social capital of
the community Employment rate among the elderly, presence of

system to encourage employment of the elderly/post
retirement

9-13 〇 Employment rate
for age of 55-
59; 60-64; 65+

Employment rate
for age of 55-
59; 60-64;
65-69; 70-74

Employment of
older people

Non
Labor force
participation rate

✓Age 65+
✓Effective retirement
age

1. No poverty
3. Good health & well-being
5. Gender equality
8. Decent work and economi growth
10.Reduced inequalities

Rate of the elderly who are engaged in volunteer
activities including elderly club

14 〇
Voluntary
activities

 for age 55+
Voluntary
activities

Non × × Voluntary time Age 65+

Frequency of communication/conversation with
family/neighbors

15-17 〇
Social
connectedness

for age
55+&Not limited
to
family/neighbor
s

Not limited to
family/neighb
ors

Not limited to
family/neighbors

Not limited to
family/neighbors

Rate of the elderly who go out more than XX days per
week.

18-20 〇 Focusing on support

Rate of the elderly who have confidence in their
neighbors/people in the community

21-23 〇 × × × × × × Trust neighbor for 50+ Age 50+

Type, subject and role of health and medical welfare
services and accessibility

24-25 〇 × ×
Access to health
services

Only access × × × ×

Type and role of the health care workers and their
training

26-31 〇 × × × × × × × ×

List of policies to address NCDs 32-33 〇 × × × × × × × ×
Financial sustainability of the services 34-35 〇 × × × × × × × ×
Type of care givers (home or facility) 36-38 〇 × × × × × × × ×
Support system of home care (Engagement of hospital
professionals in the community care and supports for
informal care givers)

39
〇 × × × × × × × ×

Number of facilities for the elderly in need of care 40-41 〇 × × × × × × × ×
42-43 ✓Remaining life

expectancy at
age 55

✓Life
expectancy at
60

Objective well-being:
Healthy life
expectancy at 65

✓Only at age 65
✓Only healthy life
expectancy

✓Share of
healthy life
expectancy at
age 55

✓Healthy life
expectancy at
60

Subjective sense of well-being 44 〇 〇 for age 55+ × × × ×
Subjective well-being:
Life satisfaction for
age 50+

Age 50+

Rate of the elderly with disability (those who need
support/assistance in daily activities, dementia)

45-47 〇 × ×
Independent

livingb Not disability × × × ×

Rate of the elderly who disease at home 48-49 〇 × × × × × × × ×
Health Disparity (e.g. difference of life expectancy by
areas, occupation and educational background)

50-55

〇 × ×

Educational
attainment

Only
education

Educational
status of older
people

Only education ✓Attained >=high
school for age 55-64
✓Attained >=tertiary
education for age 55-
64

Degree of inequality:
Gini coefficient, age
65+

Active Ageing Index
by UNECE（United Nations
Economic Commission for

Europe）

Global AgeWatch Index
by HelpAge International

Hartford Foundation Aging Society Index

ASEAN-Japan Healthy & Active Ageing Indicators 2017と既存の4 Indexとの異同一覧及びSDGsとの関連

ASEAN-Japan
Healthy & Active

Ageing
Indicators 2017

The Asian Active Ageing Index
by UNESCAP　(United Nations

Economic & Social Communication
for Asia and the Pacific, with Prof.

Asghar Zaidi）

Social Network
Support

〇
&Remaining life
expectancy at
age 60

Only at age 605.Health outcome

4.Health and long
term care service

Healthy life expectancy/Life Expectancy at age 60(65). Only at age
55

Social
connectedness

Social
connectedness

〇

1. No poverty
2. Zero hunger
3. Good health & well-being
4. Qualty education
5. Gender equality
8. Decent work and economi growth
9. Industry, innovation and
infrastructure
10.Reduced inequalities
11.Sustainable cities and communities
16.Peace, justice and strong
institutions

3. Good health & well-being

3. Good health & well-being
9. Industry, innovation and
infrastructure
11.Sustainable cities and communities
16.Peace, justice and strong
institutions

2.Income security

1.National/Local
government policy

3 indicators
(Relative
median
income, No
poverty risk,
No severe
material
deprivation)

Relation to SDGs

3. Good health & well-being
5. Gender equality
10.Reduced inequalities



Data of the elderly proportion/distribution 56-58 〇 × × × × × × × ×
Data of the health/living conditions of the elderly 59-60 〇 × × × × × × × ×
Development of vital statistics (including leading
cause
 of death)

61-62 〇 × × × × × × × ×

Estimation of health care expenditure 63-64

〇 × × × × × ×

✓Public expenditure
on long term care
✓External
government debt

Limited to long term
care and external
government debt

Physical exercise 65-66 × 〇 for age 55+ 〇 〇 × × × ×

Physical safetyc 67-69 × 〇 for age 55+ 〇 〇 Physical safety Non
Lifelong learning 70-72 × 〇 〇 × ×
No ADLｓ（65+） × 〇 〇 × × × × × ×
No IADLｓ（65+） × 〇 〇

Care to children and grandchildren 73-74 × 〇 for age 55+ 〇 〇 × ×

✓Intergenerational
co-residence for 65+
✓Intergenerational
transfers for 65+

Not care

Care to infirm and disabled 75-76 × 〇 〇 × × × ×

Political participation 75-76 × civic activities
religious
activities

〇 〇 × × × ×

Mental well-being 77-79 × 〇 for age 55+ 〇 〇
Psychological
wellbeing

Non × ×

Use of ICT 80-81 × 〇 for age 55+ 〇 〇 × × × ×

Civic freedomd 82 × × × × × 〇 〇 × ×
Access to public transport 83-85 × × × × × 〇 〇 × ×

10.Productivity &
Engagement

Retraining for age 55-64 86-88 × × × × × × × 〇 〇

3. Good health & well-being
4. Qualty education
8. Decent work and economi growth

Relative welfare of older peoplea: Average income/consumption of people aged 60-plus as a proportion of average income/consumption for the rest of society

Physical safetyc: How safe do you or would you feel walking alone in this area(respondent's local area or neighbourhood) after dark?(share of those aged 55 years and older feeling safe or very safe)

Civic freedomd: In the country, are you satisfied or dissatisfied with your freedom to choose what you do with your life?

Independent livingb: Share of persons aged 75 & older living in single or couple households

9.Capacity and
Enabling
Environment for
Active Ageing

6.Development of
social statistics

3. Good health & well-being
9. Industry, innovation and
infrastructure
11.Sustainable cities and communities

7.Independent,
Healthy and
Secure Living

8.Participation in
Society

Non

3. Good health & well-being

3. Good health & well-being
11.Sustainable cities and communities
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